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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の周波数帯域を利用して無線基地局装置と同時に通信する無線端末装置において、
　前記無線基地局装置ごとに、送信される予定のパケット量を報告するバッファ状態レポ
ートを作成するバッファ状態レポート作成部を備え、
　前記無線基地局装置ごとに送信バッファを設け、
　前記各無線基地局装置に対応するバッファ状態レポートは、前記各無線基地局装置に対
応する送信バッファに溜まっているパケット量を示し、
　上位レイヤから受信したパケットを、制御プレーンのパケットか又はユーザプレーンの
パケットかで区別して所定の前記送信バッファへ振り分けて出力するパケット振り分け部
をさらに備える、
　無線端末装置。
【請求項２】
　複数の周波数帯域を利用して無線基地局装置と同時に通信する無線端末装置において、
　前記無線基地局装置ごとに、送信される予定のパケット量を報告するバッファ状態レポ
ートを作成するバッファ状態レポート作成部を備え、
　前記無線基地局装置ごとに送信バッファを設け、
　前記各無線基地局装置に対応するバッファ状態レポートは、前記各無線基地局装置に対
応する送信バッファに溜まっているパケット量を示し、
　上位レイヤから受信したパケットを、前記各送信バッファに滞留しているパケット量に
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応じて、適応的にいずれかの前記送信バッファへ振り分けて出力するパケット振り分け部
をさらに備える、
　無線端末装置。
【請求項３】
　複数の周波数帯域を利用して無線基地局装置と同時に通信する無線端末装置において、
　前記無線基地局装置ごとに、送信される予定のパケット量を報告するバッファ状態レポ
ートを作成するバッファ状態レポート作成部を備え、
　前記無線基地局装置ごとに送信バッファを設け、
　前記各無線基地局装置に対応するバッファ状態レポートは、前記各無線基地局装置に対
応する送信バッファに溜まっているパケット量を示し、
　上位レイヤから受信したパケットを、無線レイヤの無線チャネル品質に応じて、適応的
にいずれかの前記送信バッファへ振り分けて出力するパケット振り分け部をさらに備える
、
　無線端末装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線端末装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）で標準化作業が進められているＬＴ
Ｅ（Long Term Evolution）と呼ばれる無線通信方式では、多元接続方式として、基地局
から端末へ向かう方向の回線（下りリンク）にＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Divis
ion Multiple Access）方式を用い、端末から基地局へ向かう方向の回線（上りリンク）
にＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier Frequency Division Multiple Access）方式を用い
る。その伝送速度は、１．４ＭＨｚ～２０ＭＨｚの帯域を用いて、下りリンクで最大３０
０Ｍｂｐｓ程度を、また上りリンクで最大７５Ｍｂｐｓ程度を実現できる。
【０００３】
　そして、更なる周波数利用効率及びピークデータレートの向上などを目的として、ＬＴ
Ｅアドバンスト（LTE-Advanced）と呼ばれるＬＴＥの後継のシステムが検討されている。
ＬＴＥアドバンストシステムでは、ＬＴＥシステムが使用可能な帯域幅のコンポーネント
キャリア（CC：Component carrier）を複数同時に使用するＣＡ（Carrier aggregation）
が採用されている。
【０００４】
　また、図３に例示される無線通信システムが検討されている（例えば、非特許文献１参
照）。図３の無線通信システムでは、無線端末装置３００が、異なる場所に設置された複
数の無線基地局装置１００、２００との間で、異なる周波数ｆ０、ｆ１を使用して同時通
信する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】NTTドコモ、RWS-120010、“Requirements, Candidate Solutions & Tec
hnology Roadmap for LTE Rel-12 Onward”、3GPP Workshop on Release 12 and onwards
、2012年6月
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した図３に例示される無線通信システムにおいては、無線端末装置３００の送信バ
ッファの状態を無線基地局装置１００、２００に報告する方法が課題である。無線端末装
置３００の送信バッファには、無線基地局装置１００に送信するパケットと無線基地局装
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置２００に送信するパケットとが格納される。この送信バッファに格納されているパケッ
ト量を無線基地局装置１００、２００の両方に報告する場合、各無線基地局装置１００、
２００では実際に自己に送信されるパケット量とは異なるパケット量が報告される可能性
がある。
【０００７】
　本発明は、このような事情を考慮してなされたもので、複数のＣＣを利用する無線通信
システムにおいて、複数のＣＣを利用して無線基地局装置と同時に通信する無線端末装置
の送信バッファの状態を効率的に無線基地局装置に報告することができる無線端末装置を
提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る無線端末装置は、複数の周波数帯域を利用
して無線基地局装置と同時に通信する無線端末装置において、前記無線基地局装置ごとに
、送信される予定のパケット量を報告するバッファ状態レポートを作成するバッファ状態
レポート作成部を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　本発明に係る無線端末装置においては、前記無線基地局装置ごとに送信バッファを設け
、前記各無線基地局装置に対応するバッファ状態レポートは、前記各無線基地局装置に対
応する送信バッファに溜まっているパケット量を示す、ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る無線端末装置においては、前記各無線基地局装置に共通の送信バッファを
設け、前記各無線基地局装置に対応するバッファ状態レポート作成部は、前記共通の送信
バッファに溜まっている、前記各無線基地局装置に対応するパケット量を示す、ことを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、複数のＣＣを利用する無線通信システムにおいて、複数のＣＣを利用
して無線基地局装置と同時に通信する無線端末装置の送信バッファの状態を効率的に無線
基地局装置に報告することができる、という効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１実施形態に係る無線端末装置１の概略構成図である。
【図２】本発明の第２実施形態に係る無線端末装置２の概略構成図である。
【図３】無線通信システムの一例を示す概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照し、本発明の実施形態について説明する。以下の実施形態では、無線
通信方式の一例としてＬＴＥ及びＬＴＥアドバンストを挙げて説明する。
【００１４】
［第１実施形態］
　図１は、本発明の第１実施形態に係る無線端末装置１の概略構成図である。図１におい
て、無線端末装置１は、パケット振り分け部１１とバッファ部１２と無線パケット振り分
け部１３とバッファ状態レポート作成部１４を備える。
【００１５】
　無線端末装置１は、複数のＣＣを利用して無線基地局装置と同時に通信することができ
る。バッファ部１２は、無線基地局装置に対応して設けられる。バッファ部１２は、一無
線基地局装置に対して、一つだけ設けられてもよく、又は複数設けられてもよい。一無線
基地局装置が複数のＣＣを利用可能である場合には、無線基地局装置とＣＣの組に対応し
てバッファ部１２を設けてもよい。
【００１６】
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　パケット振り分け部１１は、上位レイヤ（図示せず）から受信したパケットを、所定の
振り分け規則に従って、いずれかのバッファ部１２へ出力する。振り分け規則の例（１）
～（４）を以下に示す。
【００１７】
（１）制御プレーン（C-Plane：Control-Plane）のパケットか、ユーザプレーン（U-Plan
e：User-Plane）のパケットかで区別して、パケットを所定のバッファ部１２へ振り分け
る。
【００１８】
（２）パケットが属するベアラサービス（bearer service）が要求するＱｏＳに応じて、
パケットを所定のバッファ部１２へ振り分ける。
【００１９】
（３）各バッファ部１２に滞留しているパケット量（パケットのサイズ）に応じて、パケ
ットを適応的にいずれかのバッファ部１２へ振り分ける。
【００２０】
（４）無線レイヤの無線チャネル品質に応じて、パケットを適応的にいずれかのバッファ
部１２へ振り分ける。例えば、無線レイヤの無線チャネル品質で達成される無線チャネル
ごとの通信速度に応じてパケットを配分するように、パケットの振り分けを行う。
【００２１】
　パケット振り分け部１１は、一つの振り分け規則を用いてもよく、又は、複数の振り分
け規則を組み合わせて用いてもよい。
【００２２】
　バッファ部１２は、パケット振り分け部１１から受信したパケットを格納する。バッフ
ァ部１２は、スケジューラ（図示せず）から受信したスケジューリング指示に従って、自
己で保持するパケットから無線パケットを生成し、該無線パケットを無線パケット振り分
け部１３へ出力する。バッファ部１２は、自己のバッファ状態を示すバッファ状態情報Ａ
をバッファ状態レポート作成部１４へ出力する。バッファ状態情報Ａは、バッファ部１２
に溜まっているパケット量を示す情報を含む。
【００２３】
　無線パケット振り分け部１３は、バッファ部１２から受信した無線パケットを、宛先の
無線基地局装置に対応する下位レイヤ（図示せず）に出力する。
【００２４】
　バッファ状態レポート作成部１４は、各バッファ部１２から受信したバッファ状態情報
Ａを用いて、バッファ状態レポート（BSR：Buffer status report）を作成する。ＢＳＲ
は、無線基地局装置ごとに作成される。一無線基地局装置が複数のＣＣを利用可能である
場合には、無線基地局装置とＣＣの組ごとに、ＢＳＲを作成してもよい。
【００２５】
　バッファ状態レポート作成部１４は、バッファ状態情報Ａが示すパケット量を示すＢＳ
Ｒを作成する。バッファ状態レポート作成部１４は、一無線基地局装置に複数のバッファ
部１２が対応する場合には、該複数のバッファ部１２のＢＳＲを用いてＢＳＲを作成する
。バッファ状態レポート作成部１４は、作成したＢＳＲを、宛先の無線基地局装置に対応
する下位レイヤ（図示せず）に出力する。
【００２６】
［第２実施形態］
　図２は、本発明の第２実施形態に係る無線端末装置２の概略構成図である。図２におい
て、無線端末装置２は、パケット振り分け部２１とバッファ部２２と無線パケット振り分
け部２３とバッファ状態レポート作成部２４を備える。無線端末装置２は、複数のＣＣを
利用して無線基地局装置と同時に通信することができる。バッファ部２２は、各無線基地
局装置に共通に設けられる。
【００２７】
　パケット振り分け部２１は、上位レイヤ（図示せず）から受信したパケットを、バッフ
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ァ部２２へ出力する。
【００２８】
　バッファ部２２は、パケット振り分け部２１から受信したパケットを格納する。バッフ
ァ部２２は、スケジューラ（図示せず）から受信したスケジューリング指示に従って、自
己で保持するパケットから無線パケットを生成し、該無線パケットを無線パケット振り分
け部２３へ出力する。バッファ部２２は、自己のバッファ状態を示すバッファ状態情報Ｃ
をバッファ状態レポート作成部２４へ出力する。バッファ状態情報Ｃは、バッファ部２２
に溜まっているパケット量を示す情報を含む。
【００２９】
　無線パケット振り分け部２３は、バッファ部２２から受信した無線パケットを、所定の
振り分け規則に従って、いずれかの宛先の無線基地局装置に対応する下位レイヤ（図示せ
ず）に出力する。振り分け規則の例（１）～（３）を以下に示す。
【００３０】
（１）無線パケットの元のパケットが制御プレーンのものか否かで区別して、無線パケッ
トを所定の宛先の無線基地局装置に対応する下位レイヤへ振り分ける。
【００３１】
（２）無線パケットの元のパケットが属するベアラサービスが要求するＱｏＳに応じて、
無線パケットを所定の宛先の無線基地局装置に対応する下位レイヤへ振り分ける。
【００３２】
（３）無線レイヤの無線チャネル品質に応じて、無線パケットを元のパケットの単位で適
応的にいずれかの宛先の無線基地局装置に対応する下位レイヤへ振り分ける。例えば、無
線レイヤの無線チャネル品質で達成される無線チャネルごとの通信速度に応じてパケット
を配分するように、パケットの振り分けを行う。
【００３３】
　バッファ状態レポート作成部２４は、バッファ部２２から受信したバッファ状態情報Ｃ
を用いて、ＢＳＲを作成する。ＢＳＲは、無線基地局装置ごとに作成される。一無線基地
局装置が複数のＣＣを利用可能である場合には、無線基地局装置とＣＣの組ごとに、ＢＳ
Ｒを作成してもよい。
【００３４】
　バッファ状態レポート作成部２４は、バッファ状態情報Ｃを用いて、所定のＢＳＲ作成
方法に従ってＢＳＲを作成する。ＢＳＲ作成方法の例（１）～（４）を以下に示す。
【００３５】
（１）制御プレーンのパケットか、ユーザプレーンのパケットかで区別して、該プレーン
ごとに、パケット量を示すＢＳＲを作成する。この場合、バッファ状態情報Ｃは、制御プ
レーンのパケット量とユーザプレーンのパケット量を示す情報を含む。
【００３６】
（２）パケットが属するベアラサービスが要求するＱｏＳごとに、パケット量を示すＢＳ
Ｒを作成する。この場合、バッファ状態情報Ｃは、各ＱｏＳのパケット量を示す情報を含
む。
【００３７】
（３）無線レイヤの無線チャネル品質に応じてパケットを適応的にいずれかの宛先の無線
基地局装置に振り分けるとし、宛先の無線基地局装置ごとに、パケット量を示すＢＳＲを
作成する。例えば、無線レイヤの無線チャネル品質で達成される無線チャネルごとの通信
速度に応じてパケットを配分するように、パケットの振り分けりとする。
【００３８】
　バッファ状態レポート作成部２４が使用するＢＳＲ作成方法は、無線パケット振り分け
部２３が使用する振り分け規則に対応する。
【００３９】
　バッファ状態レポート作成部１４は、作成したＢＳＲを、宛先の無線基地局装置に対応
する下位レイヤ（図示せず）に出力する。
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【００４０】
　上述した実施形態によれば、各無線基地局装置に応じたＢＳＲを作成することができる
。これにより、複数のＣＣを利用する無線通信システムにおいて、複数のＣＣを利用して
無線基地局装置と同時に通信する無線端末装置の送信バッファの状態を効率的に無線基地
局装置に報告することができる、という効果が得られる。
【００４１】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの
実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含まれ
る。
【００４２】
　なお、上述した実施形態では、無線通信方式の一例としてＬＴＥを挙げたが、他の無線
通信方式にも同様に適用可能である。
【符号の説明】
【００４３】
１，２…無線端末装置、１１，２１…パケット振り分け部、１２，２２…バッファ部、１
３，２３…無線パケット振り分け部、１４，２４…バッファ状態レポート作成部

【図１】 【図２】
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